
暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
税
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

4月の納税4月の納税

P.２� まちのできごと�

P.４� 備えて安心　

P.６� 健康カレンダー

P.８� くろしお子どもニュース

P.13� IWKTV番組予定表

P.14   役場からのお知らせ

P.20   平成25年度当初予算

P.23   まちの掲示板

P.26� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

3月3日に佐賀漁港一帯で行われた鹿島神社大祭。「よいよい！よいよい！」という威勢のいい掛け声と太鼓に

合わせて女みこしと男みこしが走り出すと、沿道から大きな歓声が沸き起こりました。【関連記事2ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,604人　（前月比5人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,737世帯
●15歳未満の年少人口　1,166人（比率9.25％）

●65歳以上の老齢人口　4,616人（比率36.62％）

●人口のうごき

2013（平成25）年2月28日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2013（平成25）年2月28日現在

増加 27人　出生3人　　　   転入24人　　職権2人
【男2人　女1人】 【男1人】【男10人　女14人】【男2人】

減少 32人　死亡20人　    転出11人　　職権1人
【男10人　女10人】 【男5人　女6人】 【男1人】

【男5,954人  女6,650人】

【男614人  女552人】

【男1,854人  女2,762人】

あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！
あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！
あきらめない。揺れたら逃げる。
より早く、より安全なところへ！

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）
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鹿
島
神
社
大
祭

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

『
黒
潮
町
フ
ェ
ア
ー
ｉｎ
東
京
駅
』

を
開
催
し
ま
し
た
！

ュ
ー
ト

エ
キ

い
っ
し

は
ん
み
ょ
う

　
３
月
３
日
、
佐
賀
漁
港
一
帯
の
地
域

で
、
漁
師
の
大
漁
と
航
海
安
全
、
地
域

の
人
々
の
幸
せ
と
健
康
を
祈
願
す
る
鹿

島
神
社
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
地
域
住
民
が
見
守

る
中
、
男
み
こ
し
と
女
み
こ
し
、
鼓
踊

り
、漁
船
パ
レ
ー
ド
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
漁

業
研
修
生
や
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

大
学
生
も
み
こ
し
の
担
ぎ
手
と
し
て
参

加
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
町

を
練
り
歩
く
道
中
で
は
、
こ
の
１
年
の

間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
願
う
み
こ
し
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
住
民
の
要
望
を
受
け
て
、
赤

ち
ゃ
ん
だ
け
で
な
く
高
齢
者
も
み
こ
し

の
下
を
く
ぐ
り
抜
け
、
健
康
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、旧
横
浜
保
育
所
と
黒
潮
一
番
館

で
は
、カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に
身
を
包
ん
だ

地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
鼓
踊
り
を
披
露

し
、見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

 　「
お
い
し
い
キ
ホ
ン
。
さ
し
す
せ
そ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
１
日
に
約
２
５
０

万
人
が
利
用
す
る
東
京
駅
構
内
の
「
ｅ
ｃ

ｕ
ｔ
ｅ
東
京
ニ
ッ
コ
リ
ー
ナ
」
に
て
、
２

月
１８
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
、
黒
潮
町

フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
天
日
塩
や
米
飴
と
い
っ
た
、
素
朴
だ

け
れ
ど
こ
だ
わ
っ
た
商
品
や
、
新
作
「
き

び
な
ご
ペ
ー
ス
ト
」
、
甘
み
が
の
っ
て

水
分
た
っ
ぷ
り
で
今
が
旬
の
土
佐
文
旦

な
ど
の
町
内
産
品
を
展
示
販
売
。
期
間

中
は
、
首
都
圏
の
多
く
の
方
に
黒
潮
町

の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
産
業
推
進
係
）

 　
２
月

１７
日
、
北
郷
３
地
区
（
本
谷
・

大
屋
式
・
大
井
川
）
の
住
民
ら
が
、
本

谷
の
大
近
林
道
沿
い
に
サ
ク
ラ
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
２

回
目
で
、
３
地
区
の
役
員
や
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
約

２０
人
が
参
加
し
、
今
年
は

８０

本
を
植
樹
。
サ
ク
ラ
が
大
き
く
な
れ
ば
、

数
百
メ
ー
ト
ル
の
桜
並
木
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
植
え
た
サ
ク
ラ
が
う
ま
く

根
付
い
て
な
か
っ
た
道
沿
い
の
広
場
に

も
再
度
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
北
郷
地
区
で
は
、
休
耕

田
を
菜
の
花
や
コ
ス
モ
ス
の
花
畑
に
す

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
、
３
月

２６

日
に
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
北
郷
の
利
用
者
を
中
心
に
、
お
花
見

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

 　
旧
大
方
町
の
俳
人
・
中
山
一
志
さ
ん

（
本
名
・
中
山
等
、
１
９
０
８
〜
２
０

０
２
）の
句
碑
が
、「
中
山
一
志
の
句
碑

を
建
て
る
会
」（
宮
川
昭
男
会
長
）に
よ

り
加
茂
八
幡
宮
境
内
に
建
立
さ
れ
、
３

月
１７
日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
山
さ
ん
は
、
旧
大
方
町
役
場
に
入

っ
た
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
俳
句
を
始
め
、

１
９
７
３
年
か
ら
は
俳
句
会
「
三
水
会
」

の
指
導
者
と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
句
碑
に
は
、
句
集
「
斑
猫
」
に
直
筆

で
書
か
れ
た
代
表
作
「
み
ち
を
し
へ
 

と
る
べ
き
 

み
ち
の
 

ふ
と
き
ま
り
」
が

記
さ
れ
ま
し
た
。「
み
ち
を
し
へ（
道
教

え
）」
は
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
別
名
で
、
長

年
句
会
を
導
い
て
き
た
中
山
さ
ん
ご
自

身
の
姿
と
も
重

な
り
ま
す
。

　
除
幕
式
で
は
、

二
男
の
中
山
次

男
さ
ん
が
「
父

忍
ぶ
 

今
日
の
良

き
日
に
 

桜
咲
く
」

と
一
句
詠
み
、参

加
者
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

黒潮町から直送された多彩なラインナップの商品。

植樹したサクラと記念撮影。3月に様子を見に行
ってみると、葉が出たものや、花が咲いているも
のもありました。来年はお花見ができるかも？

北
郷
地
区
で
林
道
に
サ
ク
ラ
植
樹

中
山
一
志
さ
ん
句
碑
が
完
成
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大
方
・
佐
賀
の
両
図
書
館
で
は
、
絵

本
や
本
を
見
て
・
読
ん
で
・
聞
い
て
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
「
感
想
画
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成

２４
年
度
は
町
内
外
か
ら
３
１
７

点
も
の
応
募
が
あ
り
、
ク
ジ
ラ
大
賞
（
小

学
生
未
満
の
部
、
小
学
生
各
学
年
の
部

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
）、
イ
ル
カ

賞
（
小
学
生
各
学
年
の
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
３
点
ず
つ
）、
図
書
館
長
特
別
賞
（
１

点
）
の
合
計

２６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

本
を
読
ん
で
絵
を
描
こ
う
！
「
第
13
回
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

3月3日に大方あかつき館で表彰式が行われ、受賞者２２人が参加しました。

【
イ
ル
カ
賞
】

・
１
年
生
の
部

 
松
田
 

　
朋
 

く
ん

 
森
田
　
康
平
 

く
ん

 
清
藤
　
楓
空
 

く
ん

・
２
年
生
の
部

 
下
闢
　
愛
莉
 

さ
ん

　
村
越
　
海
翔
 

く
ん

　
水
野
　
蓮
花
 

さ
ん

・
３
年
生
の
部

　
土
居
　
一
樹
 

く
ん

　
浜
岡
　
大
聖
 

く
ん

　
安
藤
　
龍
聖
 

く
ん

・
４
年
生
の
部

　
宮
地
　
　
凜
 

さ
ん

　
岸
本
　
　
翔
 

く
ん

　
濱
口
　
紗
良
 

さ
ん

・
５
年
生
の
部

　
池
田
　
一
樹
 

く
ん

　
友
永
　
杏
慈
 

く
ん

　
吉
門
樹
喜
也
 

く
ん

・
６
年
生
の
部

　
秋
田
　
ま
お
 

さ
ん

　
本
山
　
　
晏
 

さ
ん

　
山
元
　
は
な
 

さ
ん

【
図
書
館
長
特
別
賞
】 

　
松
田
満
陽
琉
 

さ
ん

（
２
年
）

「第23回あかつき賞」受賞者決定！
　あかつき賞は、黒潮町出身である上林　暁氏の業績
を顕彰し、町の教育文化の発展と向上を図ろうと結成
された上林暁顕彰会（平成元年結成・植田馨会長）が、
活動の一環として平成２年から実施しています。町内
小中学校児童生徒の文詩集「黒潮」の中から、上林
暁顕彰会や学校関係者らによって優秀作品が選ばれ、
あかつき賞が授与されるものです。
　３月９日に大方あかつき館で行われた表彰式には、
受賞者４人が参加し、表彰状と楯を受け取りました。

あかつき

かおる

かんばやし

◆受賞者・受賞作品　
南郷小学校� １年�高橋　七海さん「さみしかった」
伊与喜小学校� ２年�西山　大輝くん「かしまそうをほうもんして」
入野小学校� ３年�松田　　蒼くん「みんなの大切ないのち」
上川口小学校� ６年�畠中　愛未さん「暑い夏のよさこい祭り」
大方中学校� ３年�宮上　早希さん「祖母との中学校生活を経て」
※受賞作品集は大方あかつき館でご覧いただけます。

【
ク
ジ
ラ
大
賞
】

瀧本　紗帆さん

小学校未満の部
さ ほ

「くまさん  おでかけ」

間闢　花帆さん

4年生の部
か ほ

「ともだちや」

小室　美咲さん

1年生の部
み さき

「パックン！」
西山　大輝くん

2年生の部
だい き

「あいつもともだち」

平口　　静くん

5年生の部
せい

「ともだちくるかな」

柿内　　穂さん

3年生の部
みのり

「カンガルーの子ども
にもかあさんいるの？」

小橋　みなみさん

6年生の部

「ダレン・シャン」
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黒潮町

1

2

45

6

7

8

１０

１７
２３

２６

３７
２４

３１

３３

３２

１８

１９

3

9

１１

２０２５

２８

２９

３６

３９

１６

１３１２

１４

２１
３０

３８

２２

２７

３４３５

１５

　
３
月
４
日
、
黒
潮
消
防
署
が
実
施
し

て
い
る
第

１９
回
防
災
標
語
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
は
、
応
募
総
数
２
８
０

作
品
の
中
か
ら
、
入
野
小
学
校
４
年
・

渡
辺
杏
さ
ん
の
「
て
ん
で
ん
こ
　
み
ん

な
で
生
き
ぬ
く
　
合
言
葉
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
黒
潮
消
防
署
車
庫
上
に

看
板
と
し
て
掲
げ
、
防
災
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
82

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

黒潮町ＡＥＤ設置マップ
公共施設関係　2013年4月現在（39台）

↑ AEDの例（他の機種もあります）

高知県

黒潮町

黒
潮
消
防
署
防
災
標
語
表
彰
式

「てんでんこ」とは、みんなが信頼しあったうえで、どこに
いても、どんなときでも、てんでばらばらに逃げて命を守
るという東北地方に伝わる避難の考え方です。

　現在、黒潮町の公共施設では下記の場所
にＡＥＤを配備しています。
　この中の多くは建物内に設置されていま
すので、不測の事態に備えて、どの場所に
置いてあるか、また施錠などはどのように
なっているか、普段から訓練の際などに確
認しておきましょう。

【操作方法】
　ＡＥＤのスイッチを入れて（機種によってはふたを開けると電源
が入るタイプもあります）、その後は音声ガイダンスに従って機器
の操作を行ってください。
※詳しくは、消防署などが実施している救命講習やＡＥＤ講習で

学ぶことができます。
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○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

設 置 場 所

1 鈴分団消防屯所

2 市野瀬集会所

3 拳ノ川小学校

4 黒潮町総合保健センター

5 川奥集会所

6 中ノ川集会所

7 熊野浦集会所

8 市野々川集会所

9 伊与喜小学校

１０ 黒潮町役場 佐賀支所

１１ 黒潮町教育委員会内 ※

１２ 佐賀中学校

１３ 佐賀小学校

１４ 佐賀保育所

１５ 黒潮消防署 ※

１６ 伊田小学校

１７ 蜷川健康支援センター

１８ 仲分川集会所

１９ 伴太郎集会所

２０ 上川口小学校

２１ 大方くじら保育所

２２ 幡多青少年の家

２３ 湊川ふれあいセンター

２４ 道の駅内「ひなたや」

２５ 南郷小学校

２６ 旧北郷小学校

２７ 大方高校

２８ 大方中学校

２９ 入野小学校

３０ 大方中央保育所

３１ 黒潮町役場 本庁

３２ 黒潮町役場 産業推進室 ※

３３ 大方あかつき館 ※

３４ 入野漁協ウォッチングセンター

３５ 土佐西南大規模公園体育館

３６ 田ノ口小学校

３７ 旧馬荷小学校

３８ 南部保育所

３９ 三浦小学校

仕 様 な ど

日本光電カルジオライフAED－9231

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート HS－1

日本光電カルジオライフAED－1200

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FR－2

フィリップスハートスタート HS－1

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート FRx

フィリップスハートスタート HS－1

管 理 部 署

情報防災課

情報防災課

教育委員会

情報防災課

情報防災課

情報防災課

情報防災課

情報防災課

教育委員会

情報防災課

教育委員会

教育委員会

教育委員会

健康福祉課

黒潮消防署

教育委員会

情報防災課

情報防災課

情報防災課

教育委員会

健康福祉課

高知県

情報防災課

情報防災課

教育委員会

情報防災課

高知県

教育委員会

教育委員会

健康福祉課

情報防災課

産業推進室

情報防災課

高知県

高知県

教育委員会

情報防災課

健康福祉課

教育委員会

整 備 年 度

2008（H20）

2012（H24）

2009（H21）

2008（H20）

2012（H24）

2011（H23）

2010（H22）

2011（H23）

2010（H22）

2007（H19）

2012（H24）

2008（H20）

2010（H22）

2011（H23）

2007（H19）

2009（H21）

2011（H23）

2011（H23）

2012（H24）

2010（H22）

2011（H23）

2006（H18）

2010（H22）

2008（H20）

2010（H22）

2009（H21）

2006（H18）

2008（H20）

2010（H22）

2011（H23）

2007（H19）

2011（H23）

2008（H20）

2011（H23）

2006（H18）

2010（H22）

2009（H21）

2009（H21）

2011（H23）

黒潮町AED設置マップ　整備箇所別詳細データ
番号は右ページのマップとリンクしています。※印はイベント時に使用するため持ち出している場合があります。
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
月
中
旬
か
ら
5
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

大方地域

4月 実施場所 実施時間内　　　容

錦野集会所 10：00～12：00錦野ふれあいサロン

有井川集会所 ※09：00～09：40

伊田漁民センター ※10：00～11：00
肺がん検診

（胸部レントゲン）
灘集会所 ※11：30～11：40

16日（火）

蜷川健康支援センター ※13：30～14：20

上川口分団消防屯所前 ※14：45～15：30

浮津集落センター 9：30～12：0019日（金） 浮津ふれあいサロン

芝集会所 10：00～12：0022日（月） 芝ふれあいサロン

5月 実施場所 実施時間内　　　容

鞭集会所 9：30～12：009日（木） 鞭ふれあいサロン

旧北郷小学校体育館 ※09：00～10：00
10日（金） 特 　 定 　 健 　 診

加持ふれあいセンター ※13：30～14：30

子育て支援センター
（大方中央保育所内）

10：00～11：0013日（月） 愛 　 育 　 相 　 談

蜷川ふれあいセンター
※09：00～10：00

14日（火） 特 　 定 　 健 　 診
※13：30～14：30

田村集会所 9：30～12：00
15日（水）

田村ふれあいサロン

大方橘川集会所 9：30～10：30大方橘川健康相談

■当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

4月

21日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 沢田医院 蕁0880－63－2304

28日（第4日曜日） さたけ小児科 蕁37－2255 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

5月

29日（昭和の日） 大野内科 蕁37－5281 筒井病院 蕁0880－66－0013

03日（憲法記念日） 山下整形外科 蕁34－0511 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

04日（みどりの日） 竹本病院 蕁35－4151 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

05日（こどもの日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

06日（振替休日） 木俵病院 蕁34－1211 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

12日（第2日曜日） 吉井病院 蕁34－5005 大井田病院 蕁0880－63－2101

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域

4月 実施場所 実施時間内　　　容

市野瀬集会所 13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談18日（木）

佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談22日（月）

総合センター 10：00～15：00佐賀ふれあいサロン23日（火）

総合センター
※13：00～13：30３　歳　児　健　診

24日（水）
※13：30～14：00乳 　 児 　 健 　 診

5月 実施場所 実施時間内　　　容

藤縄集会所 10：00～13：00藤縄ふれあいサロン9日（木）

馬地集会所 9：30～11：00馬地ふれあいサロン13日（月）

鈴漁民研修センター 10：00～13：00鈴ふれあいサロン15日（水）

注）表中の※印は、受付時間となります。 ○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）
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最
近
に
な
っ
て
存
在
が
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
ダ
ニ
媒
介
性
の
新
し
い

感
染
症
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
」
の
患
者
が
、
こ
の
た
び
、
日
本
国

内
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
　

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
」
と
は

　
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
マ

ダ
ニ
類
か
ら
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

感
染
し
、
発
症
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
感
染

症
の
こ
と
で
す
。

■
マ
ダ
ニ
と
は

　
マ
ダ
ニ
は
食
品
な
ど
に
発
生
す
る
コ

ナ
ダ
ニ
や
、
衣
類
や
寝
具
に
発
生
す
る

ヒ
ョ
ウ
ダ
ニ
な
ど
家
庭
内
で
生
息
す
る

ダ
ニ
と
は
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
類
は
固
い
外
皮
に
覆
わ
れ
た

比
較
的
大
型
（
吸
血
前
で
３
〜
４
㎜
）

の
ダ
ニ
で
す
。

　
主
に
森
林
や
草
地
な
ど
の
野
外
に
生

息
し
て
お
り
、
市
街
地
周
辺
で
も
見
ら

れ
ま
す
。
日
本
で
も
全
国
的
に
分
布
し

て
い
ま
す
。

■
潜
伏
期
間
（
病
原
体
に
感
染
し
て
か

ら
身
体
に
症
状
が
出
る
ま
で
の
期
間
）

・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
か
ら
６
日
〜
２

週
間
程
度

■
感
染
経
路

・
マ
ダ
ニ
に
よ
る
咬
傷
※
１（
た
だ
し
、

ダ
ニ
に
よ
る
咬
傷
痕
が
確
認
で
き
な

い
場
合
も
多
い
）

・
感
染
者
の
血
液
・
体
液
と
の
接
触
感
染

■
症
状

　
原
因
不
明
の
発
熱
や
食
欲
低
下
、
吐

気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
の
消
化

器
症
状
が
中
心
で
す
。

　
時
に
頭
痛
、
筋
肉
痛
、
意
識
障
害
、

け
い
れ
ん
、
出
血
症
状
（
紫
斑
※
２
・

下
血
※
３
な
ど
）、
呼
吸
器
症
状
（
咳

な
ど
）
が
出
現
し
、
致
死
率
は

１０
％
を

超
え
ま
す
。

■
予
防
に
つ
い
て

　
有
効
な
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
な
く
、
予

防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。

野
外
で
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
が
重

要
で
す
。

・
マ
ダ
ニ
の
活
動
が
盛
ん
な
春
か
ら
秋

に
か
け
て
は
注
意
を
す
る

・
草
む
ら
や
藪
な
ど
マ
ダ
ニ
が
多
く
生

息
す
る
場
所
に
入
る
時
は
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を

着
用
す
る
（
肌
を
露
出
し
な
い
）

・
屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
て

い
な
い
か
確
認
を
す
る

・
感
染
者
の
血
液
、
体
液
、
排
泄
物
と

の
直
接
接
触
は
避
け
る

■
も
し
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
マ
ダ
ニ
類
の
多
く
は
、
人
や
動
物
に

取
り
付
く
と
、
皮
膚
に
し
っ
か
り
と
口

器
を
突
き
だ
し
長
時
間
（
数
日
か
ら
、

長
い
も
の
で

１０
日
間
）
吸
血
し
ま
す
。

無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ

の
一
部
が
皮
膚
内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
で
、
吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に

気
が
付
い
た
際
は
、
病
院
で
処
置
を
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発

熱
の
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
　
咬
ま
れ
た
傷

※
２
　
皮
膚
や
粘
膜
の
組
織
中
に
出
血
し
て
起

こ
る
紫
色
の
斑
点
。

※
３
　
消
化
管
内
に
出
た
血
液
が
肛
門
か
ら
出

る
こ
と
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

健

知

袋

康

恵

マ
ダ
ニ
に
注
意
！

「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
」

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

か

こ
う

し

は
ん

げ

け
つ

し
ょ
う

や
ぶ

か

は
ん

お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
任
意
接
種
と
な
っ
て

い
た
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
の
3
ワ
ク
チ
ン
が
、

4
月
1
日
か
ら
定
期
接
種
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
予
診
票
は
4
月
か
ら

は
使
え
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は
新

し
い
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

4
月
か
ら
は
そ
ち
ら
を
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
、
平
成
24
年
度
は
対
象
者

が
20
歳（
大
学
2
年
生
相
当
）ま
で

で
し
た
が
、
25
年
度
か
ら
は
16
歳

（
高
校
1
年
生
相
当
）ま
で
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
１
日
か
ら
３
ワ
ク
チ
ン
が

定
期
接
種
と
な
り
ま
し
た
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

人
に
よ
っ
て
考
え
方
も
感
じ
方
も
違
う

　
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
。「
ス
ト
レ
ス
体
験

ゲ
ー
ム
」
を
し
ま
し
た
。
２
月

２０
日
は
研
究
授

業
で
た
く
さ
ん
の
先
生
に
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。
緊
張
し
な
が
ら
も
授
業
が
始
ま
り
、
初
め

は
「
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う

ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
た
友

だ
ち
が
、
中
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
あ
て
る
ゲ

ー
ム
で
す
。
中
に
は
蛇
の
お
も
ち
ゃ
や
ス
ラ
イ

ム
、
先
生
の
手
な
ど
で
す
。
見
て
い
る
方
は
楽

し
そ
う
で
し
た
が
、
や
っ
て
い
る
方
は
、
お
も

し
ろ
い
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
怖
か
っ
た
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。
次
は
「
パ
ニ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
」

で
す
。
風
船
が
膨
ら
ん
で
い
る
間
に
問
題
を
解

い
て
い
き
ま
す
。「
割
れ
る
か
。
解
け
る
か
」「
怖

い
か
。
楽
し
い
か
」

　
今
日
の
授
業
で
は
、
同
じ
こ
と
を
し
て
も
「
楽

し
い
。
お
も
し
ろ
い
」

と
感
じ
る
人
、「
怖
い
。

ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
」
と

感
じ
る
人
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
て
い

ま
し
た
。

　
ス
ト
レ
ス
も
人
に

よ
っ
て
考
え
方
も
感

じ
方
も
違
う
こ
と
に

気
づ
け
ま
し
た
。

（
大
方
中
学
校
　
１
年
　
佐
野
ま
り
な
）

植
樹
体
験

卒
業
式

　
私
た
ち
、
佐
賀
小
学
校
の
５
年
生
は
蜷
川
地

区
の
山
で
植
樹
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
木
を
植
え
る
所
ま
で

４０
分
く
ら
い
か

け
て
ク
ネ
ク
ネ
道
を
登
り
ま
し
た
。
そ
し
て
森

林
組
合
の
方
に
ヒ
ノ
キ
の
苗
の
植
え
方
な
ど
を

教
わ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
ク
ワ
で
穴
を
ほ
り
、
苗
を
植
え
付

け
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
協

力
し
た
ら
、
早
く
木
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
森
林
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
山
に
木
が
あ
る
こ
と
で
、
土
砂
く
ず
れ

を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
し
、
水
を
き
れ
い
に
し

て
く
れ
る
働
き
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
日
、
自
分
た
ち
で
植
え
た
木
が
成
長
し
て

大
き
な
森
林
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の
役
に
立
っ

て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
佐
賀
小
学
校
　
５
年

浜
岡
音
海
・
安
森
そ
ら
・
山
本
菜
桜
）

　
卒
業
式
と
い
う
３
年

生
と
の
お
別
れ
の
式
が

あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
、

た
く
さ
ん
の
保
護
者
や

地
域
の
方
に
来
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
良
い
式

に
な
り
ま
し
た
。
　

　
在
校
生
か
ら
の
贈
る

言
葉
で
は
、
卒
業
生
と

の
思
い
出
や
感
謝
の
気

持
ち
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業

生
か
ら
の
送
る
言
葉
で
は
、
３
年
間
過
ご
し
た

思
い
出
を
聞
き
、
涙
を
流
す
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
、
１
年
間
は
長
く
短
い
と
改
め

て
感
じ
、
自
分
た
ち
も
３
年
生
に
な
る
と
い
う

不
安
や
焦
り
も
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
３
年
生
が
敷
い
て
く
れ
た
１
本
の

レ
ー
ル
を
踏
み
外
さ
な
い
よ
う
に
、
前
へ
前
へ

と
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
卒
業
式
は
、
思
い
出
に
残
る
卒
業
式

と
な
り
ま
し
た
。
３
年
生
と
過
ご
し
て
き
た
日
々

の
中
で
、
た
く
さ
ん
学
ん
だ
事
も
あ
り
、
今
度

は
、
そ
れ
を
私
た
ち
が
後
輩
に
教
え
て
、
次
へ

次
へ
と
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
２
年
　
森
田
き
ら
り
）

※
学
年
は
平
成
２５
年
３
月
現
在
。
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

～平成24年度黒潮町国保の運営状況（見込み）について～

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

　黒潮町の国民健康保険に加入している方は、平成25年1月31日現在、人口12,609人
中4,483人で、加入率は35.55％となっています。加入者数は、少子高齢化などの影響
により、町の人口同様、年々減少傾向にあります。
　また、国保会計（見込み）については、歳入18億5,417万8千円に対し、歳出19億
7,336万9千円としており、昨年度で基金が底をついたことと繰上充用を行ったことか
ら、約1億1,919万1千円の財源不足が予測されます。歳出のほとんどを占める医療費
については、年度末までに12億7,561万9千円まで上ると試算しており、ひと月あたり
では1億円を超える額がかかっていることになります。
　昨年度の医療費が12億7,392万8千円でしたので、今年度についても引き続き、医療
費が高い年になりそうです。
　国保会計の健全化に向け、医療費の適正化や国保税率の改正など、さらなる対策に迫
られている状況です。

【歳入内訳】

【歳入】

国保税 国庫支出金 県支出金 交付金 繰入金 その他 基　金 合　計

（千円）

321,792 519,420 105,862 753,556 142,487 10,859 202 1,854,178

【歳出内訳】

総務費 医療費 拠出金 支援金
納付金

保健事業 その他 前年度繰
上充用金

合　計

（千円）

61,819 1,275,619 222,805 335,307 11,080 31,425 35,314 1,973,369

0
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400,000

600,000

800,000

国
保
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

各
種
交
付
金

繰
入
金

そ
の
他

基
　
金

【歳出】
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200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

総
務
費

医
療
費

拠
出
金

支
援
金
・
納
付
金

保
健
事
業

そ
の
他

前
年
度
繰
上
充
用
金

　黒潮町では、関係職
員や医師会などによる
対策部会を設け、医療
費の適正化に向けた調
査・研究を進めるなど、
新たな取り組みを始め
ました。

（千円） （千円）
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介護保険料は大切な財源です
介護保険広報シリーズ熾ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　介護保険は、すべての被保険者が納める介護保険料と公費（税金）を財源として、介護や支
援が必要となった被保険者に介護サービスを提供することで、被保険者自身とその家族を支
援する仕組みです。
　一人ひとりの介護保険料は大切な財源です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◆ 介護保険料はどうしておさめるの？ 

【第1号被保険者（65歳以上）】
　町民税の課税状況や所得により介護保険料が決まります。

【第2号被保険者（40歳～64歳）】
　国民健康保険（国保） 

　所得などに応じて世帯ごとに決まり、医療分と介護分をあわせて国保税として世帯主が
納めます。

　職場の医療保険など 
　加入している医療保険ごとの介護保険料率と給料・賞与に応じて決まり、医療保険の保
険料と介護保険料があわせて給料・賞与から差し引かれます。

■ 介護保険料の決まり方 ■

＊介護保険給付の財源＊
介護保険制度は、40歳～64歳の方の介護保険料と、65歳以上の方に納
めていただく介護保険料と公費（税金）を財源に運営しています。

65歳以上の方の介護保険料
※黒潮町は人口が少なく高齢化率が

高いため、公費負担が増額され、第
1号被保険者の負担割合は21％よ
り低くなっています。

【第1号被保険者】
40歳～64歳の方の介護保険料

【第2号被保険者】 50%を国・県・市町村（公
費）でまかないます。

※地域支援事業（介護予防事業など）も、介護保険料・公費を財
源にしています。第1号被保険者は21％の負担割合ですが、
その他の負担割合は事業内容によって異なります。

居 宅
サービス

施 設
サービス

20.0％

国

17.5％

高知県

12.5％12.5％

黒潮町29.0％

第2号
被保険者

21.0％

第1号
被保険者

25.0％

国

12.5％

高知県

黒潮町29.0％

第2号
被保険者

21.0％

第1号
被保険者
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁　健康福祉課　介護保険係　蕁43－2116（直通）

　特別な事情がないのに、介護保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて保険給付が一時
差し止めになったり、利用者負担が3割になったりする給付制限の措置がとられます。介護
保険料は必ず納めてください。

督促が行われます。
督促手数料や延滞金
などを徴収される場
合もあります。

納付期限を過ぎると

介護保険サービスの
利用料を一度全額利
用者が負担し、申請
により後で保険給付
費（9割）が支払われ
る形となります。

1年以上滞納していると

保険給付の一部また
は全部が差し止めと
なります。差し止め
された保険給付費か
ら、滞納の介護保険
料を差し引くことが
あります。

1年6カ月以上
滞納していると

利用者負担が1割か
ら3割に引き上げら
れ、高額介護サービ
ス費、特定入所者介
護サービス費などが
受けられなくなりま
す。

2年を過ぎると

◆ 介護保険料をおさめないでいるとどうなるの？  

パークゴルフ黒潮町ではパークゴルフ交流大会を開催します

第13回　幡多ふれあい医療公開講座
日　時： 4月14日（日）　午後1時開場、1時30分開始
場　所： 四万十市立中央公民館　大ホール

内　容：「うつ病からの回復」－ 体の病気とうつ病 －
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　聖ヶ丘病院　院長　三浦　星治 氏

　　　　「認知症の最近の治療について」
渡川病院　院長　吉本啓一郎 氏

参加費：無料、どなたでも参加できます
主　催：幡多けんみん病院
後　援：四万十市・宿毛市・土佐清水市・黒潮町・大月町・三原村・幡多福

祉保健所・幡多医師会

【お問い合わせ】
　幡多けんみん病院　経営企画課　　　　　　      　蕁0880－66－2222
　黒潮町役場　本庁　健康福祉課　保健衛生係　　　　蕁43－2836（直通）
　　　　　　　佐賀支所　地域住民課　保健センター　蕁55－7373（直通）
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昭
和

３５
・

３６
年
ご
ろ
旧
窪
川
町
で
医

院
を
開
業
し
て
い
た
方
が
所
有
し
て
い

た
掛
軸
を
、
県
外
に
引
っ
越
す
際
に
現

所
有
者
（
町
内
在
住
）
が
譲
り
受
け
た

も
の
で
す
。
　

※
昭
和

５０（
１
９
７
５
）年
旧
佐
賀
町
文

化
財
指
定
。

　
天
保
８（
１
８
３
７
）年
、
儒
学
者
・

谷
影
井
の
四
男
と
し
て
高
岡
郡
旧
窪
川

町
に
生
ま
れ
、
第
２
代
学
習
院
院
長
、

そ
の
後
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
明
治

４４

（
１
９
１
１
）年
に
没
し
て
い
ま
す
。

　
谷
は
、
江
戸
に
出
て
勉
学
に
励
ん
だ

後
、
文
久
元（
１
８
６
１
）年
に
土
佐
藩

に
帰
国
し
、
藩
校
致
道
館
で
史
学
助
教

授
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
武
市
半
平
太
と
知
り
合
っ

て
尊
王
攘
夷
に
傾
倒
し
、
慶
応
２（
１

８
６
６
）年
に
長
崎
で
後
藤
象
二
郎
や

坂
本
龍
馬
と
交
流
。
翌
年
に
は
中
岡
慎

太
郎
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
板
垣
退
助
や

毛
利
吉
盛
と
共
に
京
都
の
小
松
帯
刀
邸

で
、
薩
摩
藩
の
西
郷
隆
盛
ら
と
薩
土
討

幕
の
密
約
を
結
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
谷
は

坂
本
龍
馬
を
厚

く
尊
敬
し
、
龍

馬
が
暗
殺
さ
れ

た
時
は
真
っ
先

に
現
場
に
駆
け

つ
け
、
瀕
死
の

状
態
で
あ
っ
た

中
岡
慎
太
郎
か
ら
暗
殺
の
経
緯
を
聞
き

だ
し
、
生
涯
を
か
け
て
龍
馬
の
暗
殺
犯

を
追
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
７（
明
治

１０
）年
、
西
南
戦
争

の
際
に
は
、

５２
日
間
に
わ
た
っ
て
西
郷

軍
の
攻
撃
か
ら
熊
本
城
を
死
守
し
、
政

府
軍
の
勝
利
に
貢
献
。
そ
の
功
績
に
よ

り
熊
本
城
に
は
谷
の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
４
月
１
日
よ
り
、
大
方
あ
か
つ
き
館

（
上
林
暁
文
学
館
・
大
方
図
書
館
・
町

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
・

調
理
実
習
室
・
会
議
室
・
和
室
）
と
佐

賀
図
書
館
の
業
務
を
、
指
定
管
理
者
が

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
業
務
の
内
容
つ
い
て
は
若
干
の
変
更

は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
今
ま
で

ど
お
り
で
す
。

　
休
館
日
は
、
月
曜
日
か
ら
木
曜
日
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
か
つ

き業
務
委
託
後
の
開
館
時
間

▼
あ
か
つ
き
館
（
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
・
調
理
実
習
室
・

会
議
室
・
和
室
）

　【
平
日
】

　
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
６
時

　【
土
・
日
】

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
上
林
暁
文
学
館
・
大
方
図
書
館
・
佐

賀
図
書
館

　【
平
日
】

　
午
前

１０
時
〜
午
後
６
時

　【
土
・
日
】

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

・
毎
週
木
曜
日

・
祝
日（
祝
日
が
木
曜
日
の
時
は
そ
の

翌
日
）

・
年
末
年
始（

１２
月

２８
日
〜
１
月
４
日
）

・
毎
月
最
終
金
曜
日

・
特
別
館
内
整
理
日

○
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
か
つ
き

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.25

『
谷
干
城
掛
軸
』

た
に

た

て

き

■ 

谷
干
城

大
方
あ
か
つ
き
館
・
佐
賀
図
書
館
を

指
定
管
理
者
が
運
営
し
ま
す

よ
し
も
り

た
て
わ
き
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黒潮町ケーブルテレビ

4月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。
◆行政チャンネル…役場からの情報をお送りします。
◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。
◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。
◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。
◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。
◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。
◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。
◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ
◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

7

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

11

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

12

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

13 10  Kochi on TV!

14 10  片さんのFish! おふ

9 40  片さんのFish!おふ

8

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

特
別
番
組

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。24

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  行政チャンネル
40  耳をすまして
55  こじゃんと夢中!! みんなのサークル

16

10  ふるさと散策
15  教えて!! まちのお店舗さん
30  図書館どうでしょう
35  料理deぽん
50  お話玉手箱

20

10  耳をすまして
25  こじゃんと夢中!! みんなのサークル
40  ふるさと散策
45  教えて!! まちのお店舗さん

21

00  図書館どうでしょう
05  料理deぽん
20  お話玉手箱
35  ザ☆黒潮人
50  くろしお☆チルドレン
55  サイエンスチャンネル

22 10  Kochi on TV!

23 10  片さんのFish! おふ

18 40  片さんのFish!おふ

17

05  ザ☆黒潮人
20  くろしお☆チルドレン
25  サイエンスチャンネル
40  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  行政チャンネル

加入料無料キャンペーン実施中！加入料無料キャンペーン実施中！
■第66回春季四国地区高校野球大会高知県予選
・準決勝　4月2日（火）09：45～試合終了まで
・決　勝　4月3日（水）12：15～試合終了まで
※予備日　4月4日（木）・5日（金）・6日（土）・
　　　　　7日（日）

■平成25年度チャレンジ戦
・高知高校 対 土佐高校
　　4月13日（土）12：45～試合終了まで
・前日の試合の勝者 対 春季県予選優勝校
　　4月14日（日）12：45～試合終了まで
※予備日　4月15日（月）・16日（火）

注1）特別番組放送日は、番組時間を調整するため、番組予定表と異
なる場合があります。

注2）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承く
ださい。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が
困
難
な

学
生
は
、
４
月
に
学
生
納
付
特
例
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
前
、
申
請
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
も
、
毎
年
４
月
に
は
、
再
度
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

２０
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
生
に
対
し
て
は
、
申
請
に
よ
っ
て

在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
『
学
生
納
付
特
例
申
請
の
簡
素
化
』

に
つ
い
て

　
平
成

２４
年
度
に
学
生
納
付
特
例
制
度

に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成

２５
年
度
も
引
き
続
き
在

学
予
定
の
方
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年

金
番
号
等
の
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式

の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載
事

項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
は
不
要
で
す
。
な
お
、
は
じ

め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る
方

は
、
従
来
ど
お
り
在
学
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
平
成

２５
年
度
は
学
生
納
付
特

例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
幡

多
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
と
は
？

　
学
生
納
付
特
例
で
い
う
学
生
と
は
、

大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ

び
各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
学
生
で
、
夜
間
・

定
時
制
課
程
や
通
信
課
程
の
学
生
も
含

ま
れ
ま
す
。
な
お
、
私
立
の
各
種
学
校

に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
が
１
年
以
上

の
課
程
の
場
合
は
都
道
府
県
知
事
の
認

可
を
受
け
た
学
校
に
限
り
、
ま
た
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
つ
い
て
は
文
部
科

学
大
臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程
に
限

り
ま
す
。

◆
所
得
基
準
は
？

　
学
生
納
付
特
例
に
は
所
得
基
準
が
あ

り
、
本
人
の
所
得
が
次
の
額
以
下
の
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×

３８
万
円
）＋
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
」

※
本
人
以
外
の
家
族
の
所
得
は
問
い
ま

せ
ん
。

◆
年
金
受
給
と
の
関
係
は
？

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
期
間
（
保

険
料
免
除
期
間
を
含
む
）
が

２５
年
以
上

必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
こ
の
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計

算
対
象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
を
増
額
す
る
た
め
、

１０
年
以
内
で

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認

を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
、
保

険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に
障
害
基
礎

年
金
の
支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

◆
申
請
書
の
提
出
先
は
？

　
申
請
書
の
提
出
先
は
、
役
場
年
金
担

当
ま
た
は
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
す
。

　
ま
た
、
平
成

２０
年
４
月
か
ら
、
在
学

す
る
大
学
な
ど
の
窓
口
で
も
申
請
手
続

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
な
ど
の
窓
口
で
申
請
手
続
を
行

う
た
め
に
は
、
在
学
す
る
大
学
な
ど
が

学
生
納
付
特
例
事
務
法
人
の
指
定
を
受

け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
な
添
付
書
類
は
？

・
年
金
手
帳

・
学
生
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類（
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

な
ど
の
写
し
）

・
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類（
住
所
地
で
確

認
で
き
る
場
合
は
不
要
）

・
退
職（
失
業
）し
た
人
が
申
請
を
行
う

場
合
は
、
退
職（
失
業
）し
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
書
類（
雇
用
保
険
受
給

者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

な
ど
の
写
し
）

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日
前
に
生

じ
た
不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障

が
い
に
つ
い
て
、
障
害
基
礎
年
金
を

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
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【
家
具
類
】

机
、
イ
ス
、
ソ
フ
ァ
ー
、
た
ん
す
、

ベ
ッ
ド
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
た
た
み
、

布
団（
一
枚
ず
つ
し
ば
る
）な
ど

【
家
電
製
品
類
】

コ
タ
ツ
、
掃
除
機
、
扇
風
機
、
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
、
ス
テ
レ
オ
、
食
器
乾
燥

機
な
ど

【
そ
の
他
】

　
遊
具
な
ど
　

※
ス
ト
ー
ブ
な
ど
タ
ン
ク
の
中
の
油
類

や
水
、
電
池
な
ど
は
全
部
抜
い
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
分
解
し
た
も
の
は
、
ひ
も
で
し
っ
か

り
し
ば
っ
て
整
理
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
家
庭
ご
み
収
集
の
日
と
重
な
る
場
合

は
、
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
な
べ
、

や
か
ん
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
自
転
車
、

ス
ト
ー
ブ
、
ス
チ
ー
ル
机
、
ト
タ
ン

※
ト
タ
ン
は
、
し
ば
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
有
料
の
粗
大
ご
み
と
、
混
ざ
ら
な
い

よ
う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
】

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
液
晶
・
プ
ラ

ズ
マ
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ

ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機

【
産
業
廃
棄
物
】

瓦
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
建
築
用
資
材
、

廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
、
事

業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み

【
機
械
、
器
具
類
】

農
機
具
、
精
米
機
、
漁
具
、
電
動
機
、

大
工
道
具
、
金
属
工
具
、
ド
ラ
ム
缶
、

エ
ン
ジ
ン
、
バ
イ
ク
、
タ
イ
ヤ
、
ホ

イ
ー
ル
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
車
の
座
席
、

ボ
ー
ト
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
ピ
ア

ノ
、
毛
糸
編
み
機
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、

電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
大
型
コ
ピ
ー

機
、
ボ
イ
ラ
ー
本
体
お
よ
び
タ
ン
ク
、

直
径

１２
㎜
以
上
の
鉄
筋
、
厚
さ
４
㎜

以
上
の
鋼
板
、
ロ
ー
プ
類
な
ど

【
危
険
物
】

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な

ど
の
入
っ
た
容
器
、
農
薬
、
塗
料
溶

剤
、
化
学
薬
品
、
酸
・
ア
ル
カ
リ
性

液
体
な
ど

【
大
型
粗
大
ご
み
】

　
２
ｍ
以
上
の
も
の

※
収
集
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
廃

棄
物
処
理
業
者
ま
た
は
販
売
店
や
古

物
商
な
ど
に
相
談
の
う
え
、
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。
機
械
器
具
な
ど
金

属
類
は
、
古
物
商
で
買
い
取
り
ま
た

は
無
償
で
の
引
き
取
り
を
し
て
も
ら

え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
収
集
日
は
地
区
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
黒
潮
町
カ
レ
ン
ダ
ー
か
一
般

ご
み
収
集
計
画
表
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

粗
大
ご
み
の
出
し
方

〜
分
け
れ
ば
資
源
・
混
ぜ
れ
ば
ご
み
〜

ご
み

収
集
す
る
粗
大
ご
み

無
料
収
集
を
す
る
「
指
定
品
目
」

収
集
し
な
い
も
の

の
出
し
方

　
町
が
、
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
す

る
も
の
は
、
主
に
家
庭
の
日
常
生
活

か
ら
出
る
家
具
・
家
電
製
品
・
台
所

用
品
・
自
転
車
な
ど
、
町
指
定
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
で
２
ｍ
以
下

の
も
の
で
す
。

　
粗
大
ご
み
に
は
、「
黒
潮

町
粗
大
ご
み
指
定
証
票
」
を

貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務

所
で
は
、
3
カ
月
に
1
度
、
出
張

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
（
年

金
証
書
）
や
、
本
人
確
認
の
た
め
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
相
談
さ

れ
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
4
月
18
日（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
午
後
1
時
〜
3
時
　

場
所
　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所

　
　
　
1
階 

町
民
室

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内
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　黒潮町では、平成22年3月に策定した黒潮町地域公共交通連携総合計画の基
本理念である持続可能な公共交通を目指し、利便性の向上と運行経費の縮減を
目的として、エリアデマンドバスの実証運行を行います。

○このページに関するお問い合わせ　本庁 総務課 企画振興係　蕁43－2177（直通）

北郷加持
地域発 入野駅着

07：00

入野駅 大井川 馬荷（福堂） 橘川 田ノ口橋 緑野団地集会所 下田ノ口 入野本村 中央保育所 宅老所 入野駅

スクール

火・水・金・土

07：00 07：00 07：25 ― 07：48 7：54 07：59 08：01 8：04 ― 08：08

07：00 07：00 08：56 ― 09：17 ― 09：19 09：21 ― 09：24 09：31

月・木 07：00 07：00 08：56 09：11 09：27 ― 09：29 09：31 ― 09：34 09：41

火・水・金・土 07：00 07：00 16：51 ― 17：12 ― 17：14 17：16 ― ― 17：18

月・木

月～土

※日曜日・祝日運休

07：00 07：00 17：01 ― 17：22 ― 17：24 17：26 ― ― 17：28

月～金 07：00 07：00 12：55 ― 13：16 ― 13：18 13：20 ― 13：23 13：30

土 07：00 07：00 13：01 13：16 13：32 ― 13：34 13：36 ― 13：39 13：46

07：35

09：00 09：35

11：00 11：35

14：00 14：35

16：00 16：35

入野駅発 北郷加持
地域着

08：00 08：35

10：00 10：35

13：10 13：45

15：00 15：35

17：00 17：35

【エリアデマンドバス】
　定時運行を行う予約型バスです。
　予約のない便は運行しません。
　小型車両で運行をするため、お家の近くで
乗降することが可能です。

■実証運行エリア（北郷加持地区⇔入野駅周辺）
北郷加持地区（大井川地区、大屋式地区、本
谷地区、田村地区、加持本村地区、小川地区）

■実証運行期間
　平成25年5月1日貉～平成26年3月31日豺

■運行日
　月・水・金曜日（隔日運行）

■利用運賃
　エリア運賃　100円　　
　※子ども（小学生以下）・障がい者は半額

■利用予約
・始発便…利用する日の前日の正午までに予約
・2便目以降…出発時間の2時間前までに予約

■デマンドバス予約センター
　高知西南交通株式会社　蕁34－1267

■運行時間

※1日5往復。月・水・金曜日運行、祝日および12月31日運休。

エリアデマンドバスの実証運行を行いますエリアデマンドバスの実証運行を行いますエリアデマンドバスの実証運行を行います

　エリアデマンドバスの実証運行に伴い、平成25年5月1日より大井川～入野駅線（路線バス）が廃
止、馬荷～入野駅線（路線バス）が変更となります。大井川～入野駅線の廃止により、運行経路が馬
荷（福堂）～入野駅の折り返しとなり、運行時刻も下記のように変わります。
　また、スクールバス（馬荷～入野）の運行時刻が平成25年4月1日より変更となりました。

馬荷～入野駅線（路線バス）の運行時刻が変わります馬荷～入野駅線（路線バス）の運行時刻が変わります馬荷～入野駅線（路線バス）の運行時刻が変わります

【改正時刻表】
■馬荷（福堂）⇒入野駅

入野駅 中央保育所 宅老所 入野本村 下田ノ口 緑野団地集会所 田ノ口橋 橘川 馬荷（福堂） 大井川 入野駅

08：26 ― ― 08：28 08：30 ― 08：32 ― 08：53 ― 08：08

月～金 12：25 ― ― 12：27 12：29 ― 12：31 ― 12：52 ― 08：08

土 12：25 12：29 ― 12：32 12：34 ― 12：37 ― 12：58 ― 08：08

火・水・金・土 16：21 ― ― 16：23 16：25 ― 16：27 ― 16：48 ― 08：08

月・木 16：21 ― ― 16：23 16：25 ― 16：27 16：43 16：58 ― 08：08

月～土 17：40 17：44 ― 17：47 17：49 ― 17：52 ― 18：13 ― 08：08

■入野駅⇒馬荷（福堂）
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みんなの力で『中村・宿毛線』を守りましょう！！

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

【お申し込み・お問い合わせ】イベント詳細について、お気軽にお問い合わせください。
土佐くろしお鉄道 中村駅　蕁35－4961 ／ ホームページ　http://www.tosakuro.co.jp

みんなの力で『中村・宿毛線』を守りましょう！！みんなの力で『中村・宿毛線』を守りましょう！！

サイクルトレインで楽しむ「グルメフォンド幡多」開催！！サイクルトレインで楽しむ「グルメフォンド幡多」開催！！サイクルトレインで楽しむ「グルメフォンド幡多」開催！！

今までよりも、もう1回多く乗って、
マイレール『中村・宿毛線』を守り、育てていきましょう。

今までよりも、もう1回多く乗って、
マイレール『中村・宿毛線』を守り、育てていきましょう。

今までよりも、もう1回多く乗って、
マイレール『中村・宿毛線』を守り、育てていきましょう。

　『土佐くろしお鉄道中村・宿毛線』は、年々利用客が減少し経営が悪化しています。
　高知県と周辺7市町村（四万十町、黒潮町、四万十市、宿毛市、土佐清水市、大月町、三原村）
が鉄道経営助成基金の第4次造成について決定しましたが、依然として厳しい状態が続いています。

【自治体からの支援】
　高知県と周辺自治体では、『中村・宿毛線』を存続させるため、開業以来3度にわたって鉄道経営
助成基金を積み立ててきました。その積立額は平成24年度末で15億6,200万円（自治体負担分）
ですが、毎年度基金からの経営助成を行っているので、基金残額は約3,400万円となっています。
　このため、高知県と周辺自治体で、平成25年度からの5年間で総額10億円（うち、黒潮町の負
担額は8,218万円）の基金積立を行うことを決定しました。しかし、自治体の財政負担にも限界が
あり、これ以上の負担は難しいとの意見も出されています。

【鉄道はいらない？】
　高知自動車道の延伸などにより『中村・宿毛線』を取り巻く状況は厳しさを増していますが、地
域の大切な交通手段として、通勤・通学や観光客輸送などに重要な役割を果たしていて、平成23
年度も年間延べ70万人以上の方が利用しています。また、今は自家用車で移動している人も、年
齢を重ねて運転ができなくなったり、自分の子や孫が通学のために必要とするかもしれません。
　無くなってからでは遅いのです。みんなの力で中村・宿毛線を守っていきましょう。

【中村・宿毛線を守るために】
　今までよりも少しだけ多く、『中村・宿毛線』を利用してください。
　周辺自治体の住民の皆さんが、今よりも、もう1回多く利用していただくと、年間で8,500万
円程度の増収が見込まれ、存続のために大きな力になります。
　駐車場を整備している駅もありますので、駅まで自家用車で行って、そこから鉄道を利用するこ
とも可能です。ちょっと遠くへのお出かけや隣の市町村のイベント、高知市へのお買い物や関西方
面への旅行などに、1回でも多くご利用ください。

　『グルメフォンド』とは、自転車に乗ってサイクリングと地元のグルメを楽しむイベントです。
〇開催日程　　　　　4月14日（日）　 
〇サイクルトレイン　宿毛駅（7：15発） ⇒ 平田駅 ⇒ 中村駅 ⇒ 土佐入野駅（8：25発） ⇒
　　　　　　　　　　土佐佐賀駅（8：51発） ⇒ 窪川駅
　　　　　　　　　　※自転車をそのまま載せられるサイクルトレインを運行
〇サイクリング　　　窪川駅（9：30発） ⇒ 大正 ⇒ 江川崎 ⇒ 中村（約100㎞）※江川崎で昼食
〇参加費　　　　　　4,500円（鉄道運賃・昼食・保険代込）
〇募集人員　　　　　40人（最少催行人員20人）　※定員になり次第締め切り
〇参加資格など　　　・高校生以上で、100kmを自転車で走れる自信のある方
　　　　　　　　　　・参加自転車は変速機付きスポーツ車限定
　　　　　　　　　　・ヘルメット、手袋、前後ライト、予備チューブ必携
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「
荷
稲
郵
便
局
」
と
「
上
川
口
郵
便
局
」
で

住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
を
交
付
し
て
い
ま
す

住
所
異
動
の
届
は
お
済
み
で
す
か

　
春
は
お
引
っ
越
し
の
季
節
で
す
。

　
住
所
を
変
え
る
と
き
に
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
次
の
も
の
を
お
持
ち
に
な

り
、
役
場
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
も
の
以
外
に
も
市
町
村
か
ら
発

行
を
受
け
て
い
る
証
書
な
ど
を
お
持
ち

の
方
は
、
そ
れ
も
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
出
に
は
届
出
人
の
認
印
、

お
よ
び
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許

証
、
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世

帯
以
外
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
転
出

　
黒
潮
町
か
ら
他
の
市
町
村
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
引
越
し
す
る
ま
で
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
転
出
予
定
日

・
転
出
先
の
住
所

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ

も
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑
登
録
証

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

◆
転
入

　
他
の
市
町
村
か
ら
黒
潮
町
に
住
所
を

移
す
と
き
は
、
住
み
始
め
て
か
ら

１４
日

以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
前
住
所
地
の
市
役
所（
町
村
役
場
）が

発
行
し
た
転
出
証
明
書

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
れ

も
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書

・
障
害
者
手
帳

◆
転
居

　
町
内
で
住
所
を
移
す
と
き
は
、
引
越

し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
国
民
年
金
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
障
害
者
手
帳

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
黒
潮
町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
荷
稲
郵

便
局
」
と
「
上
川
口
郵
便
局
」
で
住
民

票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄

抄
本
の
受
け
取
り
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
の
条
件
を
確
認
の
う
え
、
荷
稲
郵

便
局
ま
た
は
上
川
口
郵
便
局
で
交
付
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
扱
い

時
間
は
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
【
本
庁
】
住
民
課 

住
基
戸
籍
係
　
蕁
4
3
―
2
8
0
0（
直
通
）
　
【
佐
賀
支
所
】
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係
　
蕁
5
5
―
3
7
0
1（
直
通
）

▼住民票の写しの交付
・黒潮町に住民票がある方で請求者本人または本人と同一の世帯員

の方に限り交付できます。
・交付請求の際には本人確認が必要です。運転免許証や健康保険証

などの本人と確認できる書類と印鑑（認印）をお持ちください。
・年金などの現況証明（記載事項証明）については、郵便局では交付

することができませんので、町役場の窓口で請求してください。

▼印鑑登録証明書の交付
・黒潮町で印鑑登録をしている請求者本人の印鑑登録証明書しか交

付できませんのでご注意ください。（町役場窓口では、本人分に限
らずご家族の方などについても印鑑登録証が確認できた場合は、交
付することができますが、郵便局では本人分に限られます。）

・印鑑登録証と運転免許証などの本人と確認できる書類および印鑑（認
印）をお持ちください。

▼戸籍謄抄本の交付
・黒潮町が本籍地の請求者本人または本人と同一の戸籍に記載され

ている方に限り交付できます。
・交付請求の際には本人確認が必要です。運転免許証や健康保険証

などの本人と確認できる書類と印鑑（認印）をお持ちください。な
お、戸籍謄抄本を交付する場合には、本人確認を行う書類として、
運転免許証やパスポートなどの顔写真付きのものは1つで結構で
すが、それ以外の健康保険証などは2つ以上提示していただく必
要があります。詳しくは、役場担当者へお問い合わせください。
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黒
潮
町
で
は
、
生
き
が
い
デ
イ
（
生

き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
）
を
、
介

護
予
防
や
健
康
保
持
な
ど
を
図
る
目
的

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
「
生
き

が
い
デ
イ
」
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
担
当
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
対
象
者

　
町
内
で
在
宅
の
お
お
む
ね

６５
歳
以
上

の
方
で
、
介
護
保
険
の
要
介
護
等
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

◆
実
施
日
・
場
所

【
大
方
地
域
】

・
毎
週
土
曜
日

・
通
所
介
護
事
業
所
し
お
か
ぜ

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ー
サ
イ

ド
ホ
ー
ム
に
併
設
）

【
佐
賀
地
域
】

・
毎
週
金
曜
日

・
通
所
介
護
事
業
所
鹿
島
ケ
浦

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
し
ま
荘

に
併
設
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
新
し
い
交
流
事
業
と
し
て
、
健
康
な

身
体
づ
く
り
を
楽
し
く
学
ぶ
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
何
か
と
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
生

活
の
中
で
、
身
体
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
機
会
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
期
間

　
５
月
〜
９
月（
第
１
・
第
３
水
曜
日
）

　
午
後
７
時
〜
８
時

◆
内
容

　
骨
盤
体
操
・
肩
こ
り
体
操
・
足
の
筋

ト
レ
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど（
計

１０
回
）

◆
講
師
　
柔
道
整
復
師
　

森
田
　

傑
さ
ん

◆
募
集
人
数
　

２０
人（
先
着
順
）

◆
場
所
　
佐
賀
町
民
館

◆
申
込
期
限
　
４
月

２２
日（
月
）

◆
参
加
料
　
無
料

 （
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
み
実
費
負
担
あ
り
）

◆
そ
の
他
　
内
容
に
よ
り
参
加
す
る
日

を
選
べ
ま
す
。
　

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

佐
賀
町
民
館
係

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館
で
は
、
地
域
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
「
フ
ラ
教
室
」、「
コ
ー

ラ
ス
教
室
」、「
和
太
鼓
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
和
太
鼓
教
室
で
は
、
和
太
鼓
集
団
「
Ｓ

Ｉ
Ｎ
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〜
」
と
し
て
、

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
し
、
文

化
の
発
信
と
交
流
と
い
っ
た
事
業
の
目

的
も
達
成
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
年
６
月
で
結
成
２
周
年
。
現
在
、

一
緒
に
叩
い
て
く
れ
る
新
た
な
メ
ン
バ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者

は
、
事
前
に
佐
賀
町
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
 

第
２
・
第
４
水
曜
日
、
午

後
７
時
〜
９
時（
月
２
回
）

◆
場
所
　
佐
賀
町
民
館
前 

老
人
憩
の
家

◆
講
師
　
池
本
　
宏
さ
ん

 
 
 （

土
佐
中
村
一
条
太
鼓
主
宰
者
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

佐
賀
町
民
館
係

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
平
成

２５
年
３
月
末
で
、
尾
闢
友
昭
医

師
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
任
の

医
師
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
尾
闢
医
師
は
、
２
年
間
で
し
た
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
の
後
任
医
師
は
、
小
野
歩

医
師
で
す
。
小
野
医
師
は
、
長
い
間
、

高
知
県
の
地
域
医
療
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
先
生
で
す
。
専
門
は
内
科
で
、
こ
れ

ま
で
の
病
院
で
は
、『
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要

性
』
を
重
視
し
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
拳
ノ
川
診
療
所
は
、
今
後
も
さ
ら
に
、

地
域
の
診
療
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
拳
ノ
川
診
療
所

　
　
蕁
５
５
―
７
１
１
１（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

元
気
の
源
は
健
康
な
身
体
づ
く
り
！

「
２
０
１
３
年
度
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

　
健
康
教
室
」
生
徒
募
集

「
生
き
が
い
デ
イ
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

和
太
鼓
メ
ン
バ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ

拳
ノ
川
診
療
所
の
医
師
が
変
わ
り
ま
す

シ

ン

ナ

ブ

ラ
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平
成

２５
年
度
当
初
予
算
は
黒
潮
町
総

合
振
興
計
画
の
５
つ
の
具
体
策
、「
産

業
の
振
興
」「
保
険
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
」「
教
育
・
文
化
の
振
興
」「
基
盤

整
備
」「
参
加
と
協
働
」
に
基
づ
き
、「
防

災
対
策
の
充
実（
南
海
地
震
へ
の
備
え
）」

「
社
会
資
本
整
備
の
充
実
」「
高
齢
者
福

祉
施
策
の
充
実
」「
産
業
振
興
に
よ
る

雇
用
の
創
出
」「
基
礎
学
力
の
向
上
な

ど
教
育
の
充
実
」「
地
域
支
援
施
策
の

充
実
」
の
６
点
を
重
点
項
目
と
定
め
、

き
め
細
か
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
た
め
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
の
平
成

２５
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
比
８
・
１
％
（
６

億
９
２
０
０
万
円
）
増
の

９１
億
９
２
０

０
万
円
と
、
平
成

１８
年
３
月
の
合
併
以

降
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
１１
の
特
別
会
計
を
加
え
て
重
複
分
を

除
い
た
純
合
計
は
１
２
８
億
４
７
８
７

万
７
千
円
で
６
・
１
％
（
７
億
４
２
２

９
万
９
千
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
増
額
の
主
な
要
因
は
、

避
難
道
整
備
な
ど
の
地
震
津
波
対
策
費

が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
歳
入
は
、
町
税
７
億
７
１
２
２
万
３

千
円（
前
年
度
比
２
・
９
％
増
）な
ど
自

主
財
源
が

１４
億
７
７
３
７
万
４
千
円（
構

成
比

１６
・
１
％
）、
地
方
交
付
税

３８
億
８

０
０
０
万
円（
前
年
度
比
０
・
５
％
減
）

な
ど
依
存
財
源
は
、

７７
億
１
４
６
２
万

６
千
円（
構
成
比

８３
・
９
％
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
町
債
は

１７
億
４
０
５
０
万
円（
前
年

度
比

１０
・
０
％
増
）で
、
臨
時
財
政
対
策

債（
赤
字
地
方
債
）２
億
４
４
５
０
万
円
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
６
億
８
２
０

０
万
円
、
旧
合
併
特
例
事
業
債
４
億
８

１
０
０
万
円
、
過
疎
対
策
事
業
債
２
億

４
３
１
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

平
成

２５
年
度
末
の
起
債
残
高
は
１
２
１

億
１
８
９
７
万
５
千
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
基
金
の
繰
入
額
は
財
政
調
整
基
金
や

特
目
基
金
な
ど
２
億
７
８
２
７
万
１
千

円（
前
年
度
比
０
・
３
％
減
）を
予
定
し

て
お
り
、
平
成

２５
年
度
末
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
５
億
４
４
５
６
万
７
千
円

の
見
込
み
で
す
。

 
歳
出
は
、
目
的
別
で
は
予
算
額
の
多

い
順
に
民
生
費

１９
億
７
８
９
５
万
６
千

円（
前
年
度
比
１
・
０
％
増
）、
総
務
費

１４
億
９
２
３
万
円（
前
年
度
比
７
・
０
％

増
）、
公
債
費

１１
億
７
８
３
５
万
８
千

円（
前
年
度
比
３
・
９
％
減
）、
土
木
費

１０
億
９
４
９
６
万
４
千
円（
前
年
度
比

３５
・
３
％
増
）で
、
上
位
４
部
門
の
み
で

全
体
の

６１
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
の
比
較
で
み
る
と
、
衛
生

費
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
佐
賀
診
療

所
の
耐
震
事
業
の
終
了
な
ど
に
伴
い
１

億
４
３
４
６
万
６
千
円
の
減
、
教
育
費

が
大
方
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
や
三
浦

小
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
な

ど
の
終
了
に
よ
り
６
９
３
２
万
４
千
円

の
減
、
公
債
費
が
こ
の
間
実
施
し
て
き

た
繰
上
償
還
に
よ
る
返
済
額
の
減
少
に

よ
り
４
８
３
６
万
２
千
円
の
減
と
な
る

一
方
で
、
土
木
費
が
都
市
防
災
事
業
や

都
市
再
生
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
２
億

８
５
４
０
万
７
千
円
の
増
、
消
防
費
が

避
難
道
整
備
な
ど
の
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
の
増
に
よ
り
２
億
６
０
７
２
万
円

の
増
、
農
林
水
産
業
費
は
レ
ン
タ
ル
ハ

ウ
ス
整
備
事
業
や
佐
賀
地
区
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
の
増
に
よ
り
２
億
５
９

３
万
３
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒潮町の一般会計当初予算は
91億9,200万円です。

黒潮町の一般会計当初予算は
91億9,200万円です。

黒潮町の一般会計当初予算は
91億9,200万円です。

― 前年度比8.1％（6億9,200万円）の増額となりました ―

2013（平成25）年度

一
般
会
計
の
概
要

歳
　
入

歳
　
出

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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性
質
別
で
は
、
人
件
費

１５
億
５
５
８

４
万
９
千
円
、
扶
助
費
６
億
３
０
５
万

３
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
公
債
費
と
合

わ
せ
た
義
務
的
経
費
は

３３
億
３
７
２
６

万
円（
前
年
度
比
１
・
８
％
減
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
と

災
害
復
旧
事
業
を
合
わ
せ
た
投
資
的
経

費
は

２３
億
２
６
６
３
万
８
千
円
（
前
年

度
比

１２
・
１
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る
た

め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
設
け
ら
れ

た
会
計
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
一
般
会
計
と
重
複
す

る
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会
計
を
除
い

て
１１
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

住宅新築資金 801万6千円

宮川奨学資金 3,322万5千円

情報センター 1億6,125万9千円

国民健康保険 19億6,879万3千円

介 護 保 険 17億3,835万9千円

介護サービス 1,905万7千円

農業集落排水 3,739万3千円

漁業集落排水 543万9千円

後期高齢者医療 1億8,336万円

水 道 事 業 2億539万7千円

国民健康保険直診 7,434万3千円

携帯電話エリア整備事業� 5,021万円

スマートタウン構想実現事業� 1,400万円

ひとり親家庭医療費助成金� 661万5千円

重度心身障がい児者医療費助成金� 4,200万円

障がい者自立支援給付費� 2億4,954万3千円

その他の主な事業

児童手当� 1億3,983万円

高性能林業機械整備事業� 2,075万円

鳥獣被害実施隊� 246万4千円

地域商品券発行委員会補助� 125万円

観光振興事業業務委託� 1,000万円

◆ 産業振興による雇用の創出
　レンタルハウス整備事業� 7,840万円

　こうち農業確立総合支援事業� 4,353万6千円

　集落営農・拠点ビジネス支援事業� 579万円

　新規就農者支援事業� 1,500万円

　種子島周辺対策事業� 1,191万7千円

　カツオ水揚げ促進事業� 500万円

　佐賀道の駅整備事業� 1億7,434万円

　新産業創造事業� 2,270万円

　産業振興推進総合支援事業� 300万円

　企業支援型地域雇用創造事業� 6,583万5千円

◆ 防災対策の充実
　佐賀地区漁業集落環境整備事業� 1億8,250万円

　都市防災総合推進事業� 4億1,330万円

　老朽住宅除去事業� 400万円

　避難道整備事業� 6億4,530万円

　防災倉庫整備事業� 2,000万円

　防災サイン整備事業� 200万円

　ヘリポート整備事業� 200万円

　自主防災組織育成支援事業� 458万3千円

　木造住宅耐震診断改修事業� 353万1千円

　田ノ口小学校耐震補強事業� 8,600万円

◆ 基礎学力の向上など教育の充実
　学習支援事業� 1,092万3千円

　放課後子ども教室� 1,267万3千円

　町教育研究会委託� 150万円

　学校図書館支援員設置事業� 581万7千円

◆ 社会資本整備の推進
　大方庁舎建設事業� 1,386万円

　道路整備県工事負担金� 4,540万3千円

　地域整備事業� 2,250万円

　都市再生整備計画事業� 2億4,000万円

◆ 地域支援施策の充実
　地域維持活性化交付金� 1,100万円

　公共交通バス補助金� 3,597万円

　コミュニティ助成事業� 1,250万円

　集落活動センター支援事業� 982万6千円

　地域おこし協力隊� 380万4千円

◆ 高齢者福祉施策の充実
　生きがい活動支援通所事業� 471万1千円

　敬老会事業補助金� 378万5千円

　老人保護措置事業� 5,478万円

　あったかふれあいセンター事業� 3,102万6千円

　ねんりんピック実行委員会補助金� 512万6千円

6つの重点項目

特
 

別
 

会
 

計

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

歳　出
（目的別）

歳　出
（性質別）

歳　入

平成25年度一般会計当初予算の内訳

特定財源・一般財源の別

依存財源・自主財源の別

前年度比較（性質別）

平成24年度

○お問い合わせ　本庁　総務課　財務係　蕁43－2112（直通）

　一般財源
　58.7%
53億
9,313万2千円

依存財源
83.9%

77億1,462万6千円

　一般財源
　58.7%
53億
9,313万2千円

依存財源
83.9%

77億1,462万6千円

自主財源
16.1%
14億7,737万4千円

自主財源
16.1%
14億7,737万4千円

特定財源
41.3%
37億9,886万8千円

特定財源
41.3%
37億9,886万8千円

町債　18.9%
17億4,050万円

繰入金　3.0%
2億7,827万1千円

地方交付税
42.2%
38億8,000万円

国庫支出金　9.1%
8億3,343万5千円

県支出金
11.5%
10億6,099万1千円

町税　8.4%
7億7,122万3千円

その他　2.4%
2億1,641万1千円

分担金・負担金
1.2%　1億637万円

使用料・手数料
1.1%　1億509万9千円

譲与税および交付金
2.4%
2億460万円

譲与税・交付金
2.2%
1億9,970万円

その他　3.5%
3億2,563万6千円

人件費　16.9%
15億5,584万9千円

総務費
15.3%
14億923万円

民生費　21.5%
19億7,895万6千円

衛生費　6.1%
5億5,729万9千円

1,000

■人件費　■扶助費　■公債費　■普通建設事業　■災害復旧事業費　■物件費　■補助費等　■繰出金　■その他

0

農林水産業費　8.5%
7億8,484万8千円
農林水産業費　8.5%
7億8,484万8千円

土木費　11.9%
10億9,496万4千円

消防費　10.7%
9億8,528万7千円

教育費　7.4%
6億7,867万円
教育費　7.4%
6億7,867万円

公債費　12.8%
11億7,835万8千円

その他　5.7%
5億2,438万8千円

普通建設事業費
24.5%
22億4,980万8千円

災害復旧事業費　0.8%
7,683万円

扶助費　6.6%
6億305万3千円

物件費
15.7%
14億4,287万7千円

繰出金
9.2%
8億4,958万2千円

公債費　12.8%
11億7,835万8千円

補助費等　9.9%
9億1,000万7千円

2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

単位：百万円

平成25年度

歳　入

歳　出
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まちの掲示板まちの掲示板
（
３
月
３
日
／
白
浜
〜
下
田
の
口
）

【
コ
ー
ス
】

・
ス
タ
ー
ト
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

　（
佐
賀
）駐
車
場

・
ゴ
ー
ル
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園（
大

方
）体
育
館
前

・
５
区
間
　

１７
・
２
㎞

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会（

１６
チ
ー
ム
）

①
加
持
Ａ（
塩
田
充
幸
・
中
村
和
廣
・

北
村
尚
也
・
谷
太
貴
・
小
橋
優
太
）

１
時
間

０４
分

０９
秒

②
黒
潮
消
防
署（
畦
地
龍
実
・
塩
田
充

弘
・
立
田
勝
也
・
細
川
顕
彦
・
矢
野

裕
司
）
　
　
　
　
１
時
間

０６
分

３８
秒

③
大
方
亀
ク
ラ
ブ
Ａ（
山
本
雄
二
・
野

村
則
男
・
田
中
稔
・
山
沖
世
紀
・
島

津
良
将
）
　
　
　
１
時
間

０９
分

４４
秒

④
矢
野
塾（
金
子
俊
博
・
亀
井
陸
・
亀

井
花
菜
・
松
本
広
一
・
金
子
雅
彦
）

１
時
間

１０
分

３９
秒

⑤
塩
田
建
築
女
子
部
Ｂ（
酒
井
愛
莉
・

酒
井
優
衣
・
澳
本
み
な
み
・
池
田
愛

果
・
山
本
紗
羅
）
１
時
間

１３
分

２６
秒

⑥
錦
野
Ａ
　
　
　
　 

１
時
間

１５
分

５３
秒

⑦
み
ど
り
の
　
　
　
１
時
間

１８
分

２０
秒

⑧
加
持
Ｂ
　
　
　
　 

１
時
間

１９
分

１３
秒

⑨
く
ろ
し
お
Ａ
・
Ｃ 

　１
時
間

２３
分

２４
秒

⑩
タ
ノ
ウ
ラ
ン
　
　 

１
時
間

２３
分

２６
秒

⑪
入
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｂ
チ
ー
ム

１
時
間

２５
分

３７
秒

⑫
錦
野
Ｂ
　
　
　
　
１
時
間

２６
分

４６
秒

⑬
大
方
亀
ク
ラ
ブ
Ｂ 

１
時
間

２６
分

５７
秒

⑭
入
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ａ
チ
ー
ム

１
時
間

２７
分

０７
秒

⑮
う
み
ね
こ
　
　
　 

１
時
間

３０
分

４７
秒

⑯
走
っ
ち
ゃ
お
　
　 

１
時
間

３０
分

５１
秒

◆
黒
潮
町
駅
伝
大
会
　
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
／
①
芝
闢
綾（
走
っ

ち
ゃ
お
）１４
分

４２
秒
②
塩
田
充
幸（
加

持
Ａ
）１５
分

３６
秒
③
山
本
雄
二（
大
方

亀
ク
ラ
ブ
Ａ
）１５
分

４６
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
／
①
塩
田
充
弘（
黒

潮
消
防
署
）１４
分

２１
秒
②
夕
部
真
吾

（
タ
ノ
ウ
ラ
ン
）１４
分

４３
秒
③
亀
井
陸

（
矢
野
塾
）１４
分

５５
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
／
①
浜
田
泰
生（
錦

野
Ｂ
）０８
分

００
秒
②
北
村
尚
也（
加
持

Ａ
）０８
分

１４
秒
③
立
田
勝
也（
黒
潮
消

防
署
）０８
分

２４
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
／
①
細
川
顕
彦（
黒

潮
消
防
署
）１１
分

３３
秒
②
谷
太
貴（
加

持
Ａ
）１２
分

２０
秒
③
山
沖
世
紀（
大
方

亀
ク
ラ
ブ
Ａ
）１２
分

２５
秒

▼
５
区
３
・
９
㎞
／
①
小
橋
優
太（
加

持
Ａ
）１３
分

０３
秒
②
矢
野
裕
司（
黒
潮

消
防
署
）１５
分

０１
秒
③
金
子
雅
彦（
矢

野
塾
）１５
分

０９
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会（

１８
チ
ー
ム
）

①
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
オ
レ
た
ち
は
強
い（
山
口
真
・

川
村
恭
平
・
山
口
祐
生
・
藤
村
拓
弥
・

川
田
陽
祐
）
　
　
　
　

  
５８
分

４６
秒

②
チ
ー
ム
ス
マ
イ
ル（
藤
原
一
生
・
森

田
真
伍
・
土
居
常
平
・
宮
脇
智
也
・

打
井
健
太
）
　
　
　
　
　

５８
分

５６
秒

③
宿
毛
走
ろ
う
会（
佐
々
倉
一
与
・
大

倉
涼
・
渡
辺
誠
毅
・
吉
松
昭
人
・
嵐

英
樹
）
　
　
　
　
　
　
　

５９
分

５７
秒

④
清
水
Ｆ
Ｒ
Ｃ
　
　 

１
時
間

０３
分

２３
秒

⑤
チ
ー
ム
け
ん
け
ん
。
１
時
間

０３
分

４３
秒

⑥
澤
田
林
業
　
　
　
１
時
間

０４
分

３９
秒

⑦
Ｎ
Ｏ 
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

１
時
間

０５
分

３４
秒

⑧
ル
イ
ジ
ア
ナ
カ
フ
ェ
１
時
間

０８
分

３５
秒

⑨
佐
賀
発
電
所    
　
１
時
間

１３
分

０３
秒

⑩
中
村
か
け
っ
こ
　
１
時
間

１４
分

０４
秒

⑪
四
国
銀
行
　
　    

１
時
間

１６
分

２３
秒

⑫
は
た
の
う
し
ん
　
１
時
間

１８
分

３５
秒

⑬
中
村
養
護
学
校
生
徒
チ
ー
ム

１
時
間

２１
分

０８
秒

⑭
あ
り
ん
こ
Ｒ
Ｃ    

１
時
間

２１
分

３５
秒

⑮
マ
マ
さ
ん
ラ
ン
ナ
ー
ズ

１
時
間

２３
分

５０
秒

⑯
塩
田
建
築
女
子
部
Ａ１

時
間

２４
分

０７
秒

⑰
中
村
養
護
学
校
教
員
生
徒
チ
ー
ム

１
時
間

２６
分

０２
秒

⑱
不
亜
美
里
―
　    

１
時
間

２６
分

１８
秒

◆
四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会
　
区
間
賞

▼
１
区
４
・
３
㎞
／
①
佐
々
倉
一
与（
宿

毛
走
ろ
う
会
）        

　
　

１３
分

１８
秒

▼
２
区
３
・
８
㎞
／
①
安
光
悠
貴（
チ

ー
ム
け
ん
け
ん
。）      

　
１３
分

２８
秒

▼
３
区
２
・
２
㎞
／
①
山
口
祐
生（
ｔ
ｅ

ａ
ｍ
オ
レ
た
ち
は
強
い
）

０７
分

２１
秒

▼
４
区
３
・
０
㎞
／
①
宮
脇
智
也（
チ

ー
ム
ス
マ
イ
ル
）

０９
分

１０
秒
新
記
録

▼
５
区
３
・
９
㎞
／
①
川
田
陽
祐（
ｔ
ｅ

ａ
ｍ
オ
レ
た
ち
は
強
い
）

１２
分

４０
秒

平
成
２４
年
度
黒
潮
町
駅
伝
大
会
兼

四
国
の
み
ち
駅
伝
大
会

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

黒潮町駅伝大会　優勝　加持Ａ

四国のみち駅伝大会　優勝
ｔｅａｍオレたちは強い
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１
月

２６
・

２７
日
に
大
阪
・
門
真
市
で

行
わ
れ
た
「
新
春
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ム

ミ
ー
ト
２
０
１
３
大
阪
会
場
」
の

５０
ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ

８０
〜

８４
歳
区
分
で
、
黒
潮

町
入
野
の
林
崇
さ
ん
が
、
自
身
８
度
目

と
な
る
世
界
新
記
録
を
樹
立
。
同
じ
く

２５
ｍ
・
１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
で
も
日

本
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

（
２
月

１７
日
／
宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
）

　
公
園
内
道
路
周
回
コ
ー
ス

１０
・
６
㎞

（
５
区
間
）で
、
幡
多
地
区
内
の
小
学
生

２５
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

▼
準
優
勝
　
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
Ａ
チ
ー
ム

〔
１
区 

北
川
文
太（
南
郷
小
）・
２
区 

宮

川
竜
一（
入
野
小
）・
３
区 

宮
川
遥
生

（
入
野
小
）・
４
区 

篠
田
茶
栗（
入
野
小
）・

５
区 

中
澤
龍
世（
入
野
小
）〕

記
録

４２
分

０７
秒

▼
第
５
区 

区
間
賞
　
中
澤
龍
世

　
　
　
　
記
録

１０
分

４７
秒

（
３
月

１０
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
）

　
今
年
の
大
会
は
、
久
々
に
町
内
小
学

校
チ
ー
ム
と
し
て
佐
賀
小
学
校
が
参
加

し
、
小
学
校
チ
ー
ム
が
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

に
挑
む
形
と
な
り
ま
し
た
。
佐
賀
小
学

校
は
予
想
を
超
え
る
戦
い
ぶ
り
で
大
会

を
多
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
大

方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
も

２
部
門
で
準
優
勝
と
健
闘
し
ま
し
た
。

◆
男
子
４
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

　
佐
賀
ヤ
ン
グ
ク
リ
ー
ム（
佐
賀
小
学
校
）

準
優
勝

　
大
方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
女
子
４
年
生
以
下
の
部

優
　
勝

　
宿
毛
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝

　
四
万
十
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ビ
ッ
ツ

◆
男
子
５
年
生
以
上
の
部

優
　
勝

　
竹
島
ク
ラ
ブ

準
優
勝

　
大
方
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◆
女
子
５
年
生
以
上
の
部

優
　
勝

　
竹
島
ク
ラ
ブ

準
優
勝

　
宿
毛
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

第
６
回
四
国
西
南
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

第
７
回
黒
潮
町

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

林
　
崇
さ
ん
　
世
界
新
記
録
！

マ
ス
タ
ー
ズ
５０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

まちの掲示板まちの掲示板

黒潮町から参加した「大方ＪＡＣ・Ａチーム」が準優勝。また、
第５区間では中澤龍世くんが区間賞に輝きました。

４年生以下の部男子決勝、佐賀ヤングクリーム（青）
ＶＳ大方ミニバス（白）。

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 「大師の里うまに七八プロジェクト展」
　黒潮町馬荷には、弘法大師にまつわる「七立栗」
やパワースポット「八畳石」があります。「大師の里」
で生まれた感謝袋などの展示販売会です。入場無料。
日時：4月10日（水）～27日（土）10：00～15：00
　　　（日・月・火曜日休館）
場所：ワークギャラリー芸農人（サンシャインami内）
　　NPO芸農人　蕁090－4971－7339（矢野）問

林　崇さん（所属チーム：ウエスタン、年齢区分：80～84歳）
▼50mバタフライ    1分38秒43 世界新　 ▼25mバタフライ  3  分16秒62 日本新
▼100mバタフライ　1分30秒69 日本新 　▼200mバタフライ　3分33秒24 日本新
写真右）新記録達成の力強い泳ぎ。左）世界記録突破と日本新記録樹立の賞状を手にした
林さん。8度目の世界新記録おめでとうございます！今後も挑戦し続けてくださいね。
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●桜ほうさら　　　　　　　　　　　　　　宮部みゆき／著
●パン屋を襲う　　　　　　　　　　　　　村上　春樹／著
●伝え方が９割　　　　　　　　　　　　　佐々木圭一／著
●英語で手帳を書こう　　　　　　　　　　神林サリー／著
●花さんぽ ＷＥＳＴ�
●雪国８９歳の郵便配達おばあちゃん　　　清水　咲栄／著
●マルシェバックとつば広帽子�
●じゃんけんのすきな女の子　　　　　　　松岡　亮子／著
●ねむりひめ　　　　　　　　　　　　　　荒井　良二／著
●おしくらまんじゅう　　　　　　　　　　かがくいひろし／著

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

4

5

日
15～21
22～28
29～30

1～2
3
4
5
6

7～12

大 方 地 域 佐 賀 地 域
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター

道 倉 水 道
平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

クロシオライフラインサービス

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－3075

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野1769

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜
２

時
ま
で
閉
館
。

★
毎
週
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
】
　

　
一
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

変更前（～3／31） 変更後（4／1～）

大方図書館 毎週 月曜日
毎週 木曜日

佐賀図書館 毎週 日曜日

○お問い合わせ　大方図書館　蕁43－2110（直通）
　　　　　　　　佐賀図書館　蕁55－3150（直通）

4月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 笘 5 6
7 8 9 10 筺 12 13

5月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 笊 1 笆 笳 笘
笙 笞 7 8 笶 10 11

14 15 16 17 筥 19 20
21 22 23 24 箝 箘 27
28 箜 30 27 笘 15 15

絵本の読み聞かせに参加してみませんか
　図書館では、ボランティアの方の協力をいただき、
下記のとおり絵本の読み聞かせを行っています。
参加料は、無料です。絵本やかみしばいなどをたく
さん用意してお待ちしています。お子さんと一緒
にぜひお越しください。

大方図書館 佐賀図書館

日
　

時

毎月
第1・第2・第3日曜日
10：30頃～11：00頃

毎月
第1・第3金曜日
10：30頃～11：30頃

4月から図書館の休館日（曜日）が変わります
　これまで、大方図書館は毎週月曜日、佐賀図書館
は毎週日曜日が休館日でしたが、4月からは両図書
館とも毎週木曜日を休館日とさせていただきます。
ご不便をおかけしますがご理解をお願いします。
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp 山岸　麻陽くん

〈平成23年8月21日生まれ〉

いつもありがとう。〈父ちゃん・母ちゃんより〉

山岸　蓮音くん
〈平成21年2月17日生まれ〉

ひあさ れ おん

野並　想良斗くん
〈平成24年7月6日生まれ〉

元気に大きく育ってね。
〈パパ・ママより〉

そ ら と

山本　千湖ちゃん
〈平成24年9月14日生まれ〉

元気が一番！大きく元気に
育ってね。 

〈お父さん・お母さんより〉

福田　楓芽くん
〈平成24年7月5日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良くね。
元気に育ってね。

〈お父さん・お母さんより〉

こちそうへい がふう

村上　颯平くん
〈平成24年7月30日生まれ〉

のびのび・すくすく大きく
なーれ。

〈お父さん・お母さんより〉

　
春
の
花
が
咲
き
、
新
し
い
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
中
の
親
子
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら

し
、
子
育
て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
護
者
同
士
、

子
ど
も
同
士
が
交
流
で
き
る
「
場
」
を

提
供
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
育
児
の
悩
み
や
日
々
の
暮
ら
し
の
こ

と
な
ど
を
相
談
で
き
る
機
関
で
も
あ
り

ま
す
。
少
し
で
も
楽
し
く
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
１６
日（
火
）散
歩（
１０
時
出
発
）

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
１８
日（
木
）
散
歩（
１０
時
出
発
）

・
２５
日（
木
）作
っ
て
遊
ぼ
う

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
合
同
磯
あ
そ
び

・
９
日（
火
）
１０
時
現
地
集
合

　
お
弁
当
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う

　
雨
天
の
場
合
　
１１
日（
木
）

　
場
所
／
佐
賀
塩
屋
の
浜

【
活
動
内
容
】

★
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動

　
手
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
お
も
ち
ゃ

作
り
、
読
み
聞
か
せ
、
園
庭
遊
び
、
散

歩
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

★
フ
リ
ー
デ
ー

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

　
親
子
で
室
内
遊
具
な
ど
を
使
っ
て
、

自
由
に
遊
び
ま
す
。
子
ど
も
の
生
活
リ

ズ
ム
な
ど
を
考
え
な
が
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

★
子
育
て
相
談

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

　
電
話
相
談
、
来
所
相
談
、
訪
問
相
談

を
行
い
ま
す
。
日
頃
の
育
児
不
安
、
育

児
ス
ト
レ
ス
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
利
用
で
き
る
方
】

　
町
内
で
子
育
て
中
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。（
里
帰
り
中
の
方

も
利
用
で
き
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

4
月
の
予
定


